
   ～５０年の時を超えて～ タイムカプセル開封式報告    

 

 ５月２４日（土）大井第一小学校同窓会「第１９回通常総会」開催終了後の１５時 

から体育館で待ちに待った「タイムカプセル開封式」が行われました。当日の運営は、 

当該学年の方々にお任せしましたが、最初の情報収集から始まり、関係者を探し出し 

招集して会合を開き、学校との連携や、掲示板へのポスター貼り等の広報活動をしたり 

と同窓会理事メンバーも積極的にサポートしました。 

 同窓生が一丸となって開催した甲斐もあり、当日は約２００名が集まり、それぞれの 

思い出の作品を手にして思い出話に花が咲いていました。中には、自宅が火災になり 

思い出の品物を焼失した方もおり、自分の作品が残っていたことに感激していました。 

サプライズで１００周年時に６年生の担任をされていて現在８９歳の關恵美子先生も 

参加されてお元気な姿を拝見できたことも嬉しい出来事でした。また、𠮷川校長先生を 

はじめ教職員の皆様にもご協力いただきまして有難うございました。 

 式の最後に、当時４年生だった山﨑麻耶さんのピアノの伴奏で校歌の開校１５０周年 

バージョンを全員で歌いました。通常の校歌は１番から４番までなのですが、周年記念 

用に３番と４番の間に５番と言われている歌詞があります。校歌を作詞された北條誠氏 

が制作時から用意していたもので、今年は「誇らかに誇らかに 語りつごうよこの歴史 

１５０年歳
とし

ごとに 人は変われど変わらぬ光 ああ たたえよ大井第一」と歌いました。 

記念の全員集合写真も撮影して「タイムカプセル開封式」は大成功で幕を閉じ、参加者 

は懇親会の会場へと向かいました。 

 各学年の報告はこの写真の後に続けて紹介いたします。 

 

 

   

会場の様子 

ステージ後方スクリーンに卒業アルバムから 

抜粋した懐かしい写真を投影 

 

關恵美子先生 



    

 

  

北條誠氏直筆の校歌の原稿 
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昭和 55年梅組卒 大竹 隆充 

 

当日まで、どれくらいの参加されるか不安でしたが、20名以上が集まり、夜まで同級生

の経営される素敵なお店で昔話で大変盛り上がりました。 

 

 

 

 



タイムカプセル開封式    

昭和 53年月組卒 橋本 和之 

 

 50年前、小学４年生の時に企画したタイムカプセルの開封式が５月 24日にありました。

当時の想い出の品々を目にした瞬間、懐かしさと感動が込み上げ、子ども時代の記憶が鮮

やかに蘇りました。作文や学用品などに込めた幼い頃の想いに触れ、あの頃の自分と再び

対話しているような気持ちになりました。 

さらに、久しぶりに会った同窓生たちとの再会も大きな喜びでした。開封式の後に懇親

会を開催し、それぞれの現在の暮らしや仕事の話に花を咲かせながら、昔と変わらない笑

顔を交わしました。半世紀の時を経ても、あの頃の絆が変わらず続いていることを実感し、

心温まるひとときとなりました。 

このような素晴らしい機会を 50年前に企画してくださった小学校には、心から感謝して

います。タイムカプセルを通じて、過去と現在をつなぐ貴重な時間を持てたことを、本当

に嬉しく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

昭和 52年竹組卒 柳下 智勇 

 

50年前こんな日が来ることをうっすらと思っていましたが、実際に迎えてみると思って

いた以上に懐かしい思い出に包まれました。幹事３名で当時判明していた名簿を頼りに声

掛けを始め当初は１桁の参加者かなと思っていましたが、ななんと 30名以上の旧友が当日

駆けつけてくれました。皆、昔の面影を残しつつ、その笑顔には素敵な年を重ねてきたこ

とが伺えました。思い出話に花を添えながら、楽しいひと時を過ごしました。最後に、全

員で校歌を歌ってこの楽しいひと時は終わりを告げました。折角のきっかけでもあり、今

後この素敵な仲間と集まれる機会ができたらどんなに素晴らしいかと思いながら帰路につ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最高学年、集まった！ 99 期生 1975年卒「７年生」 

                           昭和 50 年竹組卒 平井 隆行 

 

 カプセルを埋めたのは、我々1975年卒と翌年の在校生の計７学年。中でも「４年生」は

50名以上と連絡をとり、大挙して参加するらしい。我々最高学年が少ない人数では格好が

つかないではないか。とはいえ、同窓会の名簿で「連絡先がわかる」人数は多くない。在

校当時の住所も多く、果たして連絡が取れるかと不安になる。 

３月。十数年クラス会を続ける竹組と、「飲み会」メンバーの約 30 人に連絡。ここまで

で開封式 16 人・懇親会８人。仕事にかまけている間に GW。尻に火がつき、名簿で葉書 64

通を出す。「作戦」は、各クラスの「呼びかけ人」10人の名前を載せたこと。懐かしい名前

を見て連絡が増えるのを期待して。………約１週間で、50年も連絡ない面々から次々とメ

ール。結果は 36 人・19 人（欠席連絡と当日飛び入りも含め、50 人以上と連絡が取れた）。

受付は賑やかに６人体制。「札幌から来たよ」「同期会やろう」と、体育館で懇親会会場で

会話が弾む。旗振り役冥利に尽きる。懐かしい顔を見せてくれた人、連絡を広げてくれた

人、みんなに感謝。ありがとう！ 次の会、いつにしようか？ 

 

 


